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事業の目的

青森県八戸市の令和3年度の家庭
から排出された燃えるごみ

食品ロス削減のため廃棄野菜
をつかってクレヨンを作る取
り組み

食品ロスの削減
地域経済の向上の可能

性
環境問題に積極的

幼少期から“もったいない”と
いう気持ちを育むことができ
たら

出典「八戸市のごみの色」



事業内容

ターゲット

幼児 保護者

パンフレットの作
成

親子が学んだ
後



パンフレットの内容

 主に、各色のレシピを記載した内容

 食品の資源循環のお話

 地産地消にまつわる経済的有効性についてなど

 絵本形式でわかりやすく楽しめるように作成
廃棄野菜の

有効活用

廃棄処理の

負荷を減ら

す

食品ロスの

削減

付加価値

廃棄野菜ク

レヨンづく

り体験

さらに、これらの活動が、地域の関係者間のネットワー
クへと繁がれば、新たな経済循環を生み出し、付加価値が
地域内で循環することにもなる可能性があると考えます。

事業をきっかけに多くの団体等が廃棄野菜で
クレヨンを作る取り組みをおこなってもらうつ
もりです。



スケジュールについて

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

野菜クレヨンの仕入れ、作成方法

パンフレットの作成

企画のプラン決め、調査

企画の実施

報告資料の作成



クレヨン作成の工程

失敗作乾燥 成功作粉末



パウダー

工程

•野菜をスライスする

•スライスした野菜を乾燥させる

•乾燥させた干し野菜をすり鉢でパウダーにする

クレヨン

づくり

•袋に蜜蝋を入れる

•湯銭にかけてしっかり溶かす

•オリーブオイルを加えて溶かす

•粉末色素を入れて割り箸でよく混ぜる

•型に流し込み固まったら出来上がり

クレヨンづくり



野菜の適正実験結果

野菜 乾燥 発色 総合

キャベツ 〇 △ △

人参 ◎ ◎ ◎

トマト 〇 △ △

とうもろこし × △ △

紫芋 × ◎ 〇

カボチャ 〇 〇 〇

ほうれん草 ◎ ◎ ◎



八戸学院フェスの様子



はちがくフェスアンケートの結果

 Ｑ１本日の取り組みは楽しんでいただけましたか

とても思う…50 まあまあ思う…1

 Ｑ２家庭内でも野菜クレヨンを作ってみたいと思いましたか

とても思う…21 まあまあ思う…23 あまり思わない…7

 Ｑ３廃棄野菜のクレヨン作りはどこが大変そうだと思いますか

①…11 ②…17 ③…33 ④…6 ⑤…6 ⑥…1

 Ｑ４絵本は楽しく、わかりやすい内容でしたか

とても思う…27 まあまあ思う…8

 Ｑ５この取り組みを他の方々にも広めたいと思いましたか

とても思う…32 まあまあ思う…18



はちがくフェスを実施してみての感想

 想定より人数がきて大好評

 親子以外に学生だけでの参加者も

 事故もなく安全に対応できた

 スムーズに行えた

 完成品が綺麗で試し書きせずに持ち帰る人も

 課題点

 持ち帰れるパンフレットがあればよりこの事業の理解
をしてもらえる



今後の活動

・「みどり戦略学生チャレンジ」に応募
→みどりの食料システム戦略に基づいた取り組み
を自主活動により活動を続けいてく

・活動
→八戸学院大学まちなかラボやハッチ 年4回
八戸学院大学フェス 二日間

活動があまりできなかった。
野菜、植物を使えないため美術館でできなかったことと、ハッ
チは日程が合わなかった。
イベントののうはうは身に着けたので、来年度は反省点を活か
し活動していきたい。


